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令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第５学年）


テーマ〖電気から考える地球環境問題〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　千早赤阪村立千早小吹台小学校　








≪学習のねらい≫


・電気がどこでどうやって作られているのか、様々な発電方法の長所・短所は


何かを理解する。


・電気の利用が地球温暖化にも大きな影響を与えていることを理解する。


・環境をどのようにして守っていけばよいかを考え、今後、自分たちが何を


すべきかを考える。


≪学習の流れ（1時間扱い）≫


学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１．地球温暖化のしくみや地球に与える影響について考える�
■パワーポイントを活用し、イラストで説明することで、興味を持たせる。�
�
２．発電の方法を知り、自然エネルギーの活用について、体験を通して考える�
■様々な発電方法の長所・短所は何かをクイズ形式で楽しみながら考えさせる。�
�
３．二酸化炭素排出量を計算し、節電の大切さについて考える


・家電製品の中から、テレビを取り上げ、家族が視聴している時間を振り返り、消費電力から年間の二酸化炭素排出量を計算し、気づいたことについて交流する。�
■身近な電化製品の消費電力調べを通して、環境問題を自分の生活とつなげて考えさせる。�
�
４．今日の学習を振り返る


・地球温暖化や自然エネルギー、節電について、自分が学んだことを書く。�
■地球温暖化を防ぐために、今後自分たちにできることなどを考えさせる。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー等≫　


教材……“子どもeco検定”公式テキスト「地球環境教室　基礎編2018」


ゲストティーチャー…NPO法人　自然エネルギーを利用する会・千早赤阪


≪成果（児童の感想や反応　等）≫


・地球温暖化や自然エネルギーについて、パワーポイントを活用しながら


説明していただいた。そのため、「地球温暖化のしくみを細かく分かりやすく


説明してもらったおかげで、よく分かった。」「自然を使って発電できるこ


とを知った。自然エネルギーをもっと使いたいと思った。」などの振り返り


があった。


・「家庭で使っている電気の使用量を調べよう！」というワークシートを用意


していただき、自分の家でどのくらい電気を消費し、どのくらい二酸化炭素


を排出しているかを計算した。この活動を通して、「自分が今までどれだけ


二酸化炭素を出しているか分かったから、これからは節電しようと思った。」


「自然エネルギーのことがいっぱい知れて、とてもうれしかったので、家で


も二酸化炭素をなるべく減らしたいです。」という振り返りがあった。


実際に自分自身のこととして考えられたことで、今後の生活にいかして


いこうとする意欲が見られた。









